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１．はじめに

近年、海岸保全施設機能の維持・強化を目的として、液状化対策として薬液注入工法が実施されている。

しかし、新設後３０～４０年経過する重力式海岸保全施設には、海面潮位変動と陸側残留水位変動（地下水

流動）のレスポンスが良すぎることから、地盤中に注入した薬材が海水の移動により海域に漏出し前面海域

の漁業操業に悪影響を与える可能性がある。そこで、対象地盤の土質性状と共に地下水流動状況を把握し、

設計・施工を実施することが環境対策の上で重要である。

２．現場状況

現在、高松港海岸に於いて耐震性能強化を目的に既設海岸保全施設(ｾﾙﾗｰﾌﾞﾛｯｸ)の置換砂層に薬液注入工

法により液状化対策を実施している。現場の社会的条件として前面海域に於いて海苔養殖や建網漁業が操業

されており、海面に薬材が漏出した場合の漁業被害発生が懸念された。

高松港海岸現場状況 図－１ 標準断面図

３．地下水流動調査（現地試験）

１）調査方法

改良対象の置換砂層がセルラーブロックの直下

であり、矢板等により地下水流動を抑制すること

が困難と判断し、改良対象置換砂層内の流速を再

現した室内試験で薬材の種類・注入方法を検討す

ることとした。

現地流速の調査方法は、温水が自然温度に復元

する変化を解析することで鉛直方向の流速を推定

可能な多点温度検層方式を採用した。

図－２ 多点温度検層方式の原理
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２)調査結果

多点温度検層方式では、

地中鉛直方向で海水の流れ

の強弱が確認できた。海

域部に雑石が投入されてお

り、ｾﾙﾗｰﾌﾞﾛｯｸ目地部付近
－２ －３の流れは ～10 10

( )である。cm/s

一方、基礎捨石層や薬液

注入対象である置換砂層に
－１ －２おいては、 ～10 10

( )と相対的に海水の流cm/s

れが早いことが分かった。

図－３ 地中鉛直方向流速分布図

４．薬材漏出防止対策（室内試験）

図－４に示す試験装置を使用し、地下水流動調査で確認できた置換砂層の海水の流れと同程度の浸透流を

発生させた上で、注入ノズルより薬材を所定量注入し、養生後の改良体の出来形を確認した。結果は、図－

５のとおりほぼ球体の改良体が形成できた。よって、本試験に用いた薬材を使用すれば ～ ( )10 10 cm/s－１ －２

の海水の流れがある置換砂層でも薬液注入工法による地盤改良が可能と判断した。

図－４ 浸透傾向試験装置 図－５ 浸透傾向試験結果１） ２）

５．まとめ

安全・安心に対する国民の要請が高まる一方で限られた財政余力の中で、ますます既存ｽﾄｯｸの有効利用・

延命化の技術開発は重要な取り組みとなる。特に沿岸部の耐震補強に有効な手法としては、既存地盤に対す

る薬液注入工法による液状化対策が考えられるが、対象地盤を破壊(割裂注入状態)させないことは当然なが

ら、前面海域に於いては漁業操業が行われている場合が多く、施工に当たっては海域への環境保全の視点か

ら地下水流動状況の十分な把握が必要である。
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